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鳥
取
県
知
事
選
挙

県
議
会
議
員
一
般
選
挙

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
。

私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
選
挙
と
も
い
え
る
、
鳥
取
県
知
事
選

挙
と
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
い
っ
し
ょ
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

投
票
日
は
、
四
月
七
日
㈲
。
今
後
の
県
政
の
方
向
を
決
め
る

大
切
な
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
こ
ぞ
っ

て
投
票
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
明
る
い
選
挙
に
努
め
真

に
有
権
者
の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◎
午
前
七
時
か
ら

投
　
票
　
開
始

投
票
日
は
、
4
月
7
日
の
日
曜

日
で
す
。
町
内
2
1
か
所
の
投
票
所

で
、
午
前
7
時
か
ら
一
斉
に
投
票

が
は
じ
ま
り
、
午
後
6
時
で
し
め

き
ら
れ
ま
す
。
時
間
を
過
ぎ
る
と

投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

に
投
票
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

な
お
、
こ
の
た
び
の
選
挙
か
ら

の
で
、
洲
河
崎
部
落
の
方
は
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
開
票
は
当
日
、
午
後
6

時
40
分
か
ら
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

（
土
井
之
内
会
館
）
で
行
わ
れ
ま

◎
選
挙
人
名
簿

登
録
基
準
日
は

第242号

新
た
に
、
第
2
1
投
票
区
と
し
て
洲

河
崎
会
館
が
投
票
所
に
な
り
ま
す
　
◆
鳥
取
県
知
事
選
挙

○
平
成
3
年
3
月
1
7
日
（
日
）

◆
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

○
平
成
3
年
3
月
2
8
日
（
木
）

江
府
町
で
投
票
で
き
る
人

○
平
成
2
年
1
2
月
2
8
日
以
前
に
転

入
届
を
し
た
人

江
府
町
で
投
票
で
き
な
い
人

○
平
成
2
年
1
2
月
2
9
日
以
降
に
転

入
届
を
し
た
人

○
平
成
2
年
12
月
6
日
以
前
に
転

出
し
た
人

た
だ
し
、
1
2
月
7
日
か
ら
㍑
月

2
8
日
の
間
に
転
出
し
た
人
は
、
新

住
所
地
で
登
録
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
住
所
地

で
確
認
し
て
下
さ
い
。
新
住
所
地

で
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
旧
住
所

地
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

新
し
く
有
権
者
と
在
る
人

○
昭
和
4
6
年
4
月
8
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
（
20
歳
到
達
者
）

◎
不
在
者
投
票

（
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人
）

町
外
で
働
い
て
い
る
人
、
入
院

し
て
い
る
人
（
指
定
さ
れ
た
病
院

・
施
設
等
に
限
る
）
、
旅
行
し
て

い
る
人
な
ど
、
投
票
日
（
4
月
7

日
）
に
投
票
所
に
出
か
け
て
投
票

で
き
を
い
人
は
、
江
府
町
役
場
の

不
在
者
投
票
事
務
取
扱
所
で
投
票

で
き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
4
6
年
4
月
8
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
満
2
0
才
に

達
し
て
い
を
く
て
も
告
示
日
か
ら

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

（
鳥
取
県
知
事
選
挙
）

三
月
十
八
日
か
ら

四
月
六
日
ま
で

（
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
）

三
月
二
十
九
日
か
ら

四
月
六
日
ま
で

h
R
F
■
愕

【
】
一
l
一
一
『
】
れ
ソ

㊧
　
　
午
前
7
時
か
ら
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側
鷲
】
－
覇
【
』

亀
－
巴
t
T
t
E
任
診
　
午
後
6
時
ま
で

〈鳥取県知事選挙・県議会議員一般選挙日程及び事務取扱い〉

選　 挙　 の　 種　 類 鳥 取 県 知 事 選 挙 県議会議員一般選挙

投　　　　 票　　　　 日 4 月　 7　日 （日）

告　　　　 示　　　　 日 3 月18日（月） 3 月29日（金）

選

挙

人

名

簿

登　 録　 基　 準　 日

3 月17日（日） 3 月28日（木）

（ただ し、年令 につ いては 4 月 7 日とす る。）

転

入

転

出

し

た

人

江 府 町 で投 票 で きる人 平成 2 年 12月28 日以前に転入届 をした人

江府町で投票で きをい人

平成 2 年 12月29 日以降 に転入届 をした人

平成 2 年12月 6 日以前 に転出 した人

確 認 の 必 要 を 人

ただ し、平成 2 年12月 7 日か ら平成 2 年 12月28日の間 に転出

した人は、新住所地で登録 されている可能性があ ります。登

録 されていれば、旧住所地では投票で きません。

不在者投票 （…霊 …芸30分 ぎ‡） 3 月18 日（月）から 3 月29日（金）か ら

4 月 6 日（土）まで 4 月 6 日（土）‘まで

投 票　 用　 紙　 の　 色 白　　 色 黄　　 色

（
不
在
者
投
票
の
手
続
）

①
　
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
不
在

の
理
由
を
述
べ
て
宣
誓
す
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
。

②
　
不
在
者
投
票
管
理
者
を
置
く

指
定
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
本
人
の

申
出
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
病

院
・
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

③
　
町
外
に
出
て
い
る
人
は
、
本

人
が
直
接
、
江
府
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求
を

す
れ
ば
折
り
返
し
投
票
用
紙
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
開

封
し
を
い
で
、
現
在
地
の
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
持
参

す
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
投
票
日
に
到
着
し
な
い

場
合
は
無
効
と
在
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

④
　
不
在
者
投
票
の
取
扱
い
時
間

は
、午
前
8
時
3
0
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
で
す
。

（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祭
日
も

投
票
で
き
ま
す
。
）

（
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
）

こ
れ
は
、
身
体
に
重
度
の
障
害

の
あ
る
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た

制
度
で
、
自
宅
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

「
両
下
肢
等
の
障
害
」
に
あ
っ

て
は
、
一
級
、
二
級
の
、
「
内
臓

機
能
の
障
害
」
　
に
あ
っ
て
は
、
一

級
も
し
く
は
三
級
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
郵
便

投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
ひ
と

に
限
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
不
在
者

投
票
を
す
る
場
合
は
、
投
票
日
の

四
日
前
（
4
月
3
日
）
ま
で
に
、

郵
便
投
票
証
明
書
を
そ
え
て
、
投

票
用
紙
及
び
投
票
用
封
筒
の
交
付

を
請
求
し
な
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

所
定
の
手
続
を
す
れ
ば
、
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

在
る
べ
く
早
く
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
用
紙

投
票
用
紙
は

◆
鳥
取
県
知
事
選
挙

用
紙
の
色
…
…
…
白

文
字
の
色
…
…
…
黒

◆
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

用
紙
の
色
…
‥
…
・
黄

文
字
の
色
…
…
…
赤

＊
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
江

府
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
℡
七
五

・
二
二
二
）
　
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
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ヽ
l

■
L
ヽ

の
だわ

手
作
り
の
そ
り
で
ス
ピ
ー
ド
と

デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
競
う
「
別
自
作
そ
り
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
．
m
奥
大
山
」
が
2
月
1
7

日
、
今
年
も
奥
大
山
ス
キ
ー
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
町
内
の
若
者
で

組
織
す
る
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
浜
本
伸
介
会
長
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
今
年
で
4
回
目
。
参
加

者
も
年
々
増
え
て
、
今
年
は
町
内

外
か
ら
封
チ
し
ム
が
参
加
し
て
、

自
慢
の
手
作
り
そ
り
を
披
露
し
ま

し
た
。ス
ピ
ー
ド
優
先
の
も
の
、
デ
ザ

イ
ン
優
先
の
も
の
、
両
方
を
兼
ね

備
え
た
も
の
な
ど
、
参
加
者
思
い

思
い
に
工
夫
の
凝
ら
さ
れ
た
そ
り

が
全
長
二
〇
〇
㍍
の
コ
ー
ス
を
滑

走
し
ま
し
た
。

第242号

，91自作そりワールドカップin奥大山

▲「……3，2，1」スタート。

1福を招いた七福神
（デザイン部門優勝）

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
ス
ピ
ー
ド
の
部
）

①
白
石
ロ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
イ
・
ヨ
シ

ア
キ
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ペ
シ
ャ
ル
Ⅲ

（
伊
達
吉
章
選
手
・
江
府
町
）

②
ス
ノ
ー
ラ
イ
ナ
ー

（
倉
立
恭
裕
選
手
・
米
子
市
）

③
江
尾
貨
物
B

（
中
田
智
選
手
・
江
府
町
）

（
デ
ザ
イ
ン
の
部
）

①
江
尾
貨
物
A

（
足
羽
賢
一
選
手
・
日
野
町
）

②
小
江
尾
青
年
会

（
空
場
語
、
篠
田
修
身
、
浜
田
奏

文
選
手
・
江
府
町
）

③
下
蚊
屋
青
年
会
　
ガ
ン
バ
レ
大

根
マ
ン

（
大
岩
徹
、
仲
田
健
治
選
手
・
江

府
町
）

ト
小
学
生
の
部

↓
温
か
い
団
子
汁
を
山
菜
研
究

グ
ル
ー
プ
が
奉
仕
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第242号

⊂竺欝声慾
一流の技とスピードで
観客（1．500人）を圧倒

⑳

▲福田町長が歓迎のあいさつ

▲白熟した好試合が展開されました。

第
2
2
回
全
国
実
業
団
選
抜
男
女

リ
ー
グ
江
府
大
会
が
2
月
2
3
日
、

（
財
）
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
及

び
日
本
実
業
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
の
主
催
で
、
町
立
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
こ
の
冬
一
番
の
冷
え
込

み
と
を
n
・
、
ま
た
先
日
来
の
積
雪

の
た
め
客
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
町
内
外
か
ら
約
一
、
五
〇
〇

名
が
来
場
し
て
、
一
流
の
プ
レ
ー

を
観
戦
し
ま
し
た
。

試
合
は
午
後
2
時
か
ら
、
第
1

試
合
　
旭
化
成
対
住
友
金
属
、
第

2
試
合
　
N
K
K
対
日
本
電
気
H

E
の
順
に
行
わ
れ
、
白
熱
し
た
好

試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

後醍醐天皇ゆかりの地

“御机”で現地ロケ
～　NHK山陰スペシャル
「太平記の舞台をゆく」～

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で
太
平
記

が
放
送
さ
帥
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ド
ラ
マ
に
因
ん
で
後
醍
醐
天
皇
の

足
跡
を
追
っ
た
番
組
の
現
地
ロ
ケ

が
、
2
月
1
3
日
、
御
机
部
落
と
大

平
原
の
農
林
業
資
料
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

御
机
に
は
村
名
の
由
来
や
正
月

の
三
日
ま
で
団
子
を
食
べ
る
風
習

を
ど
、
後
醍
醐
天
皇
に
ま
つ
わ
る

伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
地
ロ
ケ
に
は
、
地
元
の

皆
さ
ん
も
協
力
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。長
老
（
岡
照
雄
さ
ん
）
が
子
供

た
ち
（
林
弘
一
く
ん
、
川
上
祐
希

▲囲炉裏をかこんで、団子汁に舌鼓。
（農林業資料館）

く
ん
、
中
田
千

加
さ
ん
）
　
に
正

月
に
団
子
を
た

べ
る
風
習
の
由

来
を
語
り
聞
か

せ
る
、
と
い
う

設
定
。
昔
を
が

ら
に
訃
炉
身
を

囲
ん
で
、
岡
美

知
子
さ
ん
と
川

上
泉
さ
ん
の
協

力
に
よ
る
団
子

汁
に
舌
鼓
を
打

ち
を
が
ら
、
演

出
効
果
満
点
の

撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ト
現
地
ロ
ケ
の
様
子

＊
御
机
の
由
来

文
字
は
、
三
机
と
書
い
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
江
戸
時
代
の
終
り

に
今
の
字
に
改
め
た
。

村
の
伝
説
で
は
、
村
名
は
後
醍

醐
天
皇
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

天
皇
が
船
上
山
か
ら
京
都
に
お
帰

り
の
途
中
、
こ
の
村
を
お
通
り
に

在
り
空
腹
を
訴
え
ら
れ
た
。
村
人

は
、
餅
を
つ
い
て
差
し
上
げ
よ
う

と
し
た
が
間
に
合
わ
ず
、
と
り
あ

え
ず
団
子
を
作
っ
て
お
進
め
し
た
。

こ
の
と
き
机
を
三
つ
重
ね
て
、
そ

の
上
に
団
子
を
の
せ
た
こ
と
か
ら
、

村
の
名
を
三
机
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
伝
説
か
ら
か
、
御
机
に
は
、

正
目
の
三
日
ま
で
団
子
を
食
べ
る

風
習
が
、
今
も
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う
。
（
「
江
府
町
史
」
よ
り
）
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婦
人
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定
を
は

じ
め
女
性
の
地
位
向
上
を
め
ざ
し

て
、
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な

い
問
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

鳥
取
県
で
は
、
昭
和
六
十
一
年

か
ら
婦
人
問
題
地
域
推
進
員
制
度

を
発
足
さ
せ
て
お
り
、
江
府
町
で

は
4
人
の
方
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。婦
人
問
題
地
域
推
進
員
の
役
割

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

○
婦
人
の
地
位
向
上
に
つ
い
て
の

啓
発
を
図
る
こ
と

○
婦
人
関
係
行
政
施
策
推
進
に
協

力
す
る
こ
と

○
婦
人
問
題
に
関
す
る
相
談
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

を
紹
介
す
る
こ
と

婦
人
問
題
に
関
す
る
こ
と
を
ら

各
推
進
員
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
明
る
い
町
づ

く
り
の
た
め
地
域
推
進
員
の
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第242号

〈婦人問題地域推進員〉

徳岡　力子さん
（本町二丁目）
℡75－2925

堀田　典子㌦
（本町一丁目）

福田　昭子㌦
（本町二丁目）
℡75－2802

＼

＼

毒

、ヽ・・・ト

越峠　恵美子㌔
（下蚊屋）
℡75－3680　　　　　　℡75－2701

▼
婦
人
週
間
（
四
月
十
～
十
六
日
）

し
な
や
か
に
個
性

の
ぴ
や
か
に
女
と
男

あ
な
た
は
四
月
十
日
が
ど
の
よ

う
を
日
か
ご
存
じ
で
す
か
？
　
婦

人
が
初
め
て
参
政
権
を
得
て
、
政

治
に
参
加
し
た
日
で
す
。

い
ま
で
は
婦
人
の
立
候
補
者
の

姿
を
見
る
の
は
、
珍
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
を
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
に
選
挙

法
が
改
正
さ
れ
て
か
ら
な
の
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
か
ら

「
週
間
」
が
ス
タ
ー
ト

翌
年
の
昭
和
二
十
一
年
の
こ
の

日
に
、
戦
後
最
初
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

選
挙
で
三
十
九
人
の
婦
人
議
員
が

初
め
て
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
昭
和
二
十
四
年
に
設
け

ら
れ
た
の
が
、
「
婦
人
週
間
」
　
（
四

月
十
～
十
六
日
）
　
で
す
。
そ
の
一

貫
し
た
テ
ー
マ
は
、
「
婦
人
の
地

位
向
上
の
た
め
の
活
動
」
で
す
。

「
婦
人
週
間
」
は
、
今
年
で
四
十

三
回
目
に
な
り
ま
す
。
今
年
の
「
婦

人
週
間
」
の
テ
ー
マ
は
、
「
性
に
と

ら
わ
れ
ず
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

時
代
を
築
こ
う
」
で
す
。
五
年
ぶ
り

に
新
し
い
テ
ー
マ
に
在
り
ま
し
た
。

着
実
に
変
化
し
て
い
る

役
割
分
担
意
識

こ
れ
ま
で
は
、
女
性
だ
か
ら
、

男
性
だ
か
ら
、
と
い
う
性
の
違
い

に
よ
る
役
割
分
担
的
な
見
方
を
、

足
も
と
か
ら
変
え
て
い
こ
う
と
い

う
の
が
、
活
動
テ
ー
マ
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
的
な
見

方
の
例
に
、
「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
興
味

あ
る
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
九
月
に
総
理
府
が
行
っ
た
「
女

性
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
す
。

こ
の
調
査
の
な
か
に
、
「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
と
い
う
考
え
方
が
あ

り
ま
す
が
、
あ
な
た
は
、
こ
の
考
え

方
に
同
感
し
ま
す
か
」
と
い
う
質

問
項
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、

同
感
す
る
と
答
え
た
人
が
二
三
・

九
％
、
同
感
し
な
い
と
答
え
た
人
が

三
九
二
％
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
を

い
と
答
え
た
人
が
二
九
・
四
％
で
し
た
。

こ
れ
を
昭
和
六
十
二
年
三
月
の

調
査
結
果
と
比
較
し
て
み
る
と
、

同
感
す
る
と
答
え
た
人
の
割
合
が

減
り
　
（
四
三
・
一
％
1
二
三
・
九

％
）
、
同
感
し
を
い
と
答
え
た
人
の

割
合
が
増
え
て
（
二
六
・
九
％
1

三
九
・
一
％
）
　
い
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
、
男
と
女
と
い

う
性
の
違
い
に
よ
る
役
割
分
担
意

識
が
着
実
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ

と
が
、
は
っ
き
り
分
か
り
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

今
回
の
　
「
婦
人
週
間
」
は
、
こ

れ
を
踏
ま
え
将
来
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
へ
一
歩
目
を
向
け
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
「
し
を
や

か
に
個
性
、
の
び
や
か
に
梨
と
邦
」
。

女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
、
と
い
う

の
で
は
な
く
、
人
と
し
て
、
個
人
と

し
て
、
自
分
ら
し
く
の
び
の
び
と
、

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
み

ん
な
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。
そ
れ
に
は
ど
う
し
た

ち
ょ
い
の
か
、
家
族
や
職
場
で
こ
の

機
会
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎

Soumu
四角形
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とができます。税務署に用意してある更正の

請求届に必要を事項を記入して提出してくだ

さい。

更正の請求ができる期間は申告期限から1

年以内ですから、平成2年分の所得税の確定

申告については平成4年3月16日、個人事業者の

消費税の確定申告については平成4年4日1日ま

でと在ります。

◎税額を少なく申告していたとき

「修正申告」をして、不定している税金を納め

る必要があります。

◎確定申告を忘れていたとき

「期限後申告」をして、税金を納める必要があ

ります。いずれについても、必要な用紙は税務署

にあります。「修正申告」「期限後申告」は気が付い

たらなるべく速やかに行ってください。場合によ

っては延滞税や加算税がかかることがあります。

求められる意欲
東京商工会議所の調査によると、経営者が

若手社員に期待する資質として第一に挙げる

のは「意欲」とか。4月、今年も意欲に満ち

た多くの若者が社会人の仲間入りをします。

税金の関係では、この時期、確定申告を終えて

ホッと一息というところでしょうか。

ト確定申告の内容をもう一度確認

平成2年分の所得税と、個人事業者の消費税の

確定申告、ほとんどの方は滞りをくお済みになっ

たことと思いますが、ここでもう一度申告内容に

間違いがをかったか確認をお願いします。そして、

もし間違いが見つかったときは、次の方法で訂正

してください。

◎税額を多く申告していたとき

「更正の請求」をして正しい税額に訂正するこ

町
長
日
誌

一

　

月

4
日
也
　
御
用
始
式

6
日
㈲
　
消
防
出
初
式
、
第
2
分

団
新
年
研
修
会

7
日
㈲
　
町
議
会
臨
時
会

8
日
㈹
　
助
沢
集
会
所
及
び
は
場

整
備
竣
工
式

9
日
㈹
　
町
職
員
主
任
、
係
長
と

町
政
を
語
る
会

1
0
日
㈹
　
市
町
村
職
員
共
済
組
合

役
員
会
、
県
知
事
、
各

部
長
新
年
挨
拶
、
新
年

名
刺
交
換
会

1
1
日
励
　
県
西
部
町
村
会
定
例
会
、

農
業
委
員
会
、
葬
儀

1
2
日
用
　
政
経
懇
談
会
（
米
子
市
）

1
3
日
㈲
　
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

江
尾
自
衛
消
防
出
初
式

1
4
日
㈱
　
大
山
山
麓
営
農
理
事
会
、

定
例
監
査
会
、
課
長
会

1
5
日
㈹
　
成
人
式

1
6
日
0
0
　
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
議
会
、
町
直
営
診
療

所
辞
令
交
付

1
7
日
㈱
　
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
と
町
政
を
語
る
会
、

倉
吉
営
林
署
長
来
庁

1
8
日
也
　
商
工
会
3
0
周
年
記
念
式
、

中
四
国
農
政
局
陳
情

1
9
日
皿
　
日
野
郡
和
牛
振
興
大
会

中
国
横
断
道
宮
市
工
区

事
務
所
開
き

2
0
日
㈲
農
協
婦
人
部
大
会
並
び

に
家
の
光
大
会
、
広
島

在
住
町
民
の
集
い

2
1
日
㈱
知
事
を
囲
む
西
部
行
政

懇
談
会
、
葬
儀
、
課
長

会2
2
日
㈹
町
土
地
改
良
区
設
立
準

備
会
、
町
チ
ロ
ル
の
里

核
づ
く
り
検
討
委
員
会
、

県
下
ロ
グ
研
究
会

23
日
0
0
町
職
員
採
用
試
験
、
県

農
林
部
長
他
陳
情
（
溝

口
江
府
中
山
間
活
性
化

事
業
期
成
会
）

2
4
日
㈲
課
長
会
、
溝
口
警
察
署

長
来
庁
、
西
部
広
域
行

政
管
理
組
合
臨
時
議
会

2
5
日
劇
米
子
在
住
日
野
郡
入
会
、

町
同
和
行
政
交
渉

2
8
日
㈲
下
蚊
屋
農
用
ダ
ム
現
地

交
渉
、
農
林
省
大
山
山

麓
所
長
来
庁
、
根
雨
高

校
顧
問
会
議

29
日
㈹
奥
大
山
ス
キ
ー
大
会

二
月
4
日
㈲
西
尾
知
事
江
尾
橋
改
良

現
地
陳
情
、
郡
農
業
振

興
知
事
懇
談
会

5
日
㈹
鳥
取
県
西
部
町
村
会
、

県
農
林
部
長
来
庁

6
日
水
～
（

8
日
励

9
日
出

1
2
日
㈹

1
3
日
㈱

1
4
日
㈹

1
6
日
出

1
7
日
㈱

18
日
㈲

1
9
日
㈹

2
0
日
㈱

2
1
日
㈱

2
2
日
働

2
3
日
州

予
算
査
定
、
西
ノ
島
児

童
ス
キ
ー
交
流
会

西
ノ
島
青
年
団
交
流
会

根
雨
高
校
長
来
庁
、
小

原
行
政
座
談
会

県
西
部
定
例
町
村
会

江
府
中
和
用
瀬
線
国
道

昇
格
陳
情
（
建
設
大
臣

他
）
結
婚
式

9
1
自
作
そ
り
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
i
n
奥
大
山

町
議
会
臨
時
会

予
算
査
定

日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会

水
田
確
立
対
策
審
議
会
、

国
営
ダ
ム
交
渉

本
町
一
丁
目
区
長
来
庁

第
2
2
回
全
国
実
業
団
選

抜
男
女
リ
ー
グ
江
府
大

会
、
町
土
地
改
良
区
設

立
総
会

奥
大
山
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

大
会
広
域
正
副
管
理
者
会
、

故
東
医
師
葬
儀

町
議
会
運
営
委
員
会
、

国
民
健
康
保
険
、
甘
酒

茶
屋
運
営
委
員
会

市
町
村
職
員
共
済
組
合

議
会
県
町
村
会
総
会
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お知らせ

西
部
広
域
火
葬
場

四
月
一
日
開
業
　
－

『
横
の
苑
』
利
用
の
ご
案
内

第242号

婦
人
就
業
の
た
め
の

技
術
講
習
開
催

就
業
を
希
望
さ
れ
る
婦
人
を
対

象
に
、
技
術
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
込
受
付
期
間
内
に
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
ワ
ー
プ
ロ
（
日
商
3
級
受
験
）

期
間
‥
5
／
1
3
～
6
／
2
8
（
月
・

水
・
金
）
申
込
受
付
期
間
‥
4
／

5
～
4
／
1
2

◎
経
理
事
務
（
商
業
簿
記
・
日
商

3
級
受
験
）
期
間
‥
9
／
9
～
1
1

／
6
（
目
・
水
・
金
）
申
込
受
付

期
間
＝
8
／
2
～
8
／
2
0

◎
ワ
ー
プ
ロ
（
日
商
3
級
受
験
）

期
間
‥
10
／
4
～
1
1
／
2
2
（
月
・

水
・
金
）
申
込
受
付
期
間
‥
9
／

3
～
9
／
1
0

◎
販
売
・
P
O
P
デ
ザ
イ
ン
（
基

礎
コ
ー
ス
）
期
間
‥
4
年
1
／
1
7

～
3
／
4
　
（
目
・
水
・
金
）
申
込

受
付
期
間
‥
1
2
／
3
～
1
2
／
2
0

1
　
応
募
資
格

就
業
を
希
望
す
る
婦
人
で
受
講

期
間
中
休
ま
ず
出
席
で
き
る
人
。

2
　
定
　
　
員

各
科
目
と
も
2
0
人
。
定
員
に
在

り
次
第
締
切
り
ま
す
。

3
　
受
講
日
数

2
1
日
間
（
但
し
、
経
理
事
務
基

礎
コ
ー
ス
は
2
3
日
間
）

4
　
受
講
日
時

週
平
均
3
日
一
日
5
時
間

（
1
0
時
～
1
6
時
）

5
　
受
　
講
　
料

無
料
（
但
し
、
教
材
等
一
部
本

人
負
担
）

6
　
申
込
先
及
び
照
会
窓
口

鳥
取
県
婦
人
就
業
授
肋
セ
ン
タ
ー

米
子
相
談
室

〒
六
八
三
　
米
子
市
博
労
町
四
ノ

一
六
九
ノ
一
（
米
子
公
共
職
業
安

定
所
内
）

℡
0
8
5
9
・
3
3
・
3
9
1
1

『
桜
の
苑
』
は
平
成
3
年
4
月

1
日
か
ら
火
葬
業
務
を
始
め
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
施
設
と
し
て
末
永

く
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

こ
と
が
ら
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

◎
利
用
手
続
き

役
場
の
窓
口
で
死
亡
届
を
出
さ

れ
る
と
き
『
火
葬
場
使
用
許
可
申

請
』
を
し
て
『
火
葬
許
可
証
』
と

と
も
に
『
火
葬
場
使
用
許
可
証
』

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
、
火
葬
予
定
日
時
を

申
込
ん
で
い
た
だ
き
使
用
料
を
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
火
葬
日
時
の
問
い
合

わ
せ
は

星
間
（
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午

後
5
時
ま
で
）
は
桜
の
苑

℡
0
8
5
9
・
3
5
・
3
3
4
4

夜
間
（
上
記
以
外
の
時
間
）
は

米
子
市
役
所

℡
0
8
5
9
・
2

2
・
7
1
1
1

◎
業
務
時
間

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
。

た
だ
し
、
遺
体
の
受
付
は
午
前

8
時
4
0
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で
。
　
◎
使
用
料

◎
休
業
日

1
月
1
日
と
1
月
2
日
で
す
。

1
　
こ
の
表
に
お
い
て
　
『
圏
域
内

居
住
者
』
と
は
死
亡
当
時
、
米

子
市
、
西
伯
町
、
会
見

区　　　 分 単　 位
・ 使　　　 用　　　 料

圏域内居住者 圏域外居住者

火

葬

12才以上の者 1　 体 5，000円 42，000円

12才未満の者 1　 体 3，000円 25，000円

死　 産　 児 1　 胎
2，000円 17，000円

改　葬 遺　 骸 1　 体

霊
安
室

死　　　　 体 1 体

24時間

10，000円 20，000円

死　 産　 児 5，000円 10，000円

町
、
岸
本
町
、
日
吉
津

村
、
大
山
町
、
淀
江
町
、

名
和
町
、
中
山
町
、
日

南
町
、
日
野
町
、
江
府

町
、
溝
口
町
に
住
所
を

有
し
て
い
た
者
を
い
う
。

2
　
死
産
児
と
は
妊
娠
4

か
月
以
上
の
死
胎
を
い

I
フ
0

3
　
改
葬
遺
骸
と
は
埋
葬

さ
れ
て
い
た
死
体
を
火

葬
す
る
こ
と
を
い
う
。

◎
施
設
の
名
称

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管

理
組
合
営
『
桜
の
苑
』

◎
場
　
所

米
子
市
長
砂
町
一
〇
〇
六

番
地

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
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「愛の献血」l

亀

次の日程で献血車が町内を巡回いたします。

献血は、かけがえのをい生命を救う、愛の贈

りものです。「愛の献血」に、ひとりでも多く

ご協力をお願いします。

◇期日　　　平成3年3月27日（水）

◇日程　（時　　　間）　（会　　　　場）

9：30～10：30　江尾郵傾局前

10：40－11：30　江府町農協本所前

11：45～13：00　日本鋼管工事・日東建設

共同企業体（宮市）

14：00～15：00　江府町役場前

15：10～15：40　日野小野田レミコン

◇採血できる人
※年　齢　　満16歳以上

満64歳以下

※体　重　　男子45kg・

女子40k9を
越える方

※当日、医師の診察により

異常の認められなかった

方のみ採血します。

平
成
3
年
度
　
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

4　月　9　日 4　月　8　日 4　月　5　日
月

日
（火） （月） （金）

11 11 10 10 9 9 11 11 10 10 10 9 9 11 11 11 10 10 9 9
時

間

30 00 30 10 50 30 30 10 55 40 10 50 30 40 20 00 40 10 50 30

i l l 1 l l l l l l l i l 1 l 1 l l 1 l

12 11 10 10 10 9 11 11 11 10 10 10 9 11 11 11 10 10 10 9

00 20 40 20 00 40 40 20 05 50 30 00 40 50 30 10 50 20 00 40

江 佐

川

A

上 ＝ヒ
口
貝

田

A

明

通

館

深 日尾 池 農
協
神
奈

荒

田

A

下 杉 御 美 小 下 助 宮
場

所

府 柿
原

公

原 山 ノ上 ノ 安 谷 机 用 原 蚊

屋

公

沢 市

町 公 口 壬士別コ
原 内 井 公 公 公 公 公 公

役 六民 民 フ：； 会 会 会 会 Jl
支
云会 民 民 民 民 民 民 民

場 館 館 館 館 館 館 館 館 所 館 館 館 館 館 館 館 館 ＝…

皆
さ
ん
、
検
察
審
査
会
と
い
う

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
。
詐
欺
、

お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
が
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁

判
に
か
け
て
く
れ
ず
、
犯
人
は
な

ん
の
処
罰
も
さ
れ
を
い
。
ど
う
も

納
得
で
き
を
い
。
こ
ん
を
不
満
を

お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

検
察
審
査
会
は
、
皆
さ
ん
の
中

か
ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人

の
検
察
審
査
員
が
検
察
官
の
処
分

が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
制
度
で
す
。

被
害
者
、
犯
罪
を
告
訴
、
告
発

し
た
人
で
、
検
察
官
の
不
起
訴
処

分
に
不
満
の
あ
る
人
は
誰
で
も
審

査
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
オ
。
申
立
て
に
は
費
用
は
い
り

ま
せ
ん
。

申
立
て
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
1

は
、
米
子
検
察
審
査
会
事
務
局

（
鳥
取
地
方
裁
判
所
　
米
子
支
部

内
）
　
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

生
後
9
1
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

1
　
犬
鑑
札
交
付
手
数
料
　
　
二
、
一
〇
〇
円

2
　
注
射
済
票
交
付
手
数
料
　
　
　
四
八
〇
円

3
　
予
　
防
　
注
　
射
　
　
二
、
〇
九
〇
円

計
　
　
　
　
　
　
四
、
六
七
〇
円

平
成
3
年
度
　
不
要
犬
引
取
り
日
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∵㌧こ■芋∴、芯、

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

，
楽
し
さ
が
ワ
ッ
ト
集
ま
る
″

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市

－
奥
大
山
特
産
品
振
興
会
が
参
加
1

去
る
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
の
三
日
間
、
千
葉
市
の

「
幕
張
メ
ッ
セ
」
　
に
お
い
て
、
電

源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に

よ
っ
て
　
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま

ん
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
　
「
じ
ま
ん
市
」
　
に
は
全
国

の
大
型
発
電
所
の
所
在
す
る
地
域
、

北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
の
一
三

五
市
町
村
が
参
加
、
「
海
の
幸
」

「
山
の
幸
」
そ
し
て
「
人
の
幸
」

（
酒
、
菓
子
、
工
芸
品
、
及
び
観

光
資
料
）
な
ど
四
百
点
余
り
を
集

め
て
の
展
示
即
売
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

鳥
取
県
か
ら
は
、
江
府
町
だ
け

の
参
加
で
、
奥
大
山
特
産
品
振
興

会
四
名
の
皆
さ
ん
が
出
か
け
て
、

来
場
者
数
、
十
万
人
を
数
え
た
会

場
に
お
い
て
、
特
産
品
の
販
売
と

P
R
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

四
月
か
ら
学
生
も
全
員
加
入

今
年
四
月
か
ら
は
、
現
在
任
意

加
入
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
二
十

歳
以
上
の
大
学
・
専
修
学
校
な
ど

国民年金基金制度

4月　スタート

老後をより豊かに

の
学
生
も
国
民
年
金
に
全
員
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り

①
万
一
障
害
者
と
在
っ
て
も
、
障

害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
。

②
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
四
十

年
間
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
る
。

な
ど
年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
イ

保
険
料
は
、
自
分
で
納
め
を
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
本
人

や
世
帯
主
に
保
険
料
の
負
担
が
困

難
と
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
免
除
さ
れ
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、
住
民
票
の
あ

る
市
町
村
役
場
の
担
当
窓
口
で
す

る
こ
と
に
在
り
ま
す
。

今
年
の
四
月
か
ら
、
国
民
年
金

基
金
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
自
営
業
な
ど
の
方
が
ゆ
と

り
あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
老
後
の
所
得

保
障
で
あ
る
基
礎
年
金
の
　
「
上
乗

せ
保
険
」
と
し
て
設
け
ら
れ
る
も

の
で
す
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る

方
は
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
の
方
で
す
。
た
だ
し
、
国
民

年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

方
、
及
び
農
業
者
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方
は
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

基
金
に
は
、
次
に
挙
げ
る
二
つ

の
種
類
が
あ
り
、
加
入
を
希
望
す

る
人
は
申
し
出
に
よ
り
、
そ
の
い

ず
れ
か
一
つ
に
加
入
で
き
ま
す
。

①
同
じ
都
道
府
県
に
住
む
方
が
、

千
人
以
上
集
ま
っ
て
、
都
道
府
県

を
単
位
に
設
立
す
る
「
地
域
型
国

民
年
金
基
金
」

②
同
じ
職
業
に
従
事
す
る
方
が
、

職
業
ご
と
に
三
千
人
以
上
集
ま
り

全
国
規
模
で
設
立
す
る
「
職
能
型

国
民
年
金
基
金
」

詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
福
祉

係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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第242号

▽
保
健
婦
よ
り
ひ
と
こ
と
…
…
健
康
づ
く
り
に
は
十
分
な
休
養
を
′

健
康
づ
く
り
は
、
三
つ
の
柱
を

中
心
に
進
め
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
栄
養
、
二
つ
め
は
運

動
、
三
つ
め
は
休
養
で
す
。

今
回
は
、
休
養
に
つ
い
て
書
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
休
養
の
一
つ
は
、
入
浴

で
す
。入
浴
は
心
身
の
健
康
に
と
っ
て

は
欠
か
せ
を
い
生
活
習
慣
。
し
か

し
、
お
風
呂
の
入
り
方
を
間
違
え

れ
ば
、
か
え
っ
て
健
康
を
書
す
る

こ
と
に
も
を
り
か
ね
ま
せ
ん
。

上
手
に
一
日
の
”
ア
カ
〃
を
落
と

し
た
い
も
の
で
す
。

寒
い
冬
は
、
あ
た
た
か
い
風
呂

に
入
る
と
一
日
の
疲
れ
が
と
れ
た

よ
う
を
気
が
し
ま
す
が
、
入
浴
も

目
的
に
よ
り
入
り
方
が
あ
る
よ
う

で
す
。
表
1
を
参
考
に
目
的
に
あ

っ
た
入
り
方
を
し
て
下
さ
い
。

又
、
血
圧
の
高
い
人
は
特
に
入
り

方
に
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

①
湯
の
温
度
は
3
8
～
4
0
度
く
ら

い
の
ぬ
る
め
に
。

②
浴
槽
に
は
一
気
に
入
ら
ず
か

け
湯
を
し
た
あ
と
、
足
先
か

ら
徐
々
に
か
ら
だ
を
沈
め
る

よ
う
に

③
水
圧
を
少
を
く
す
る
た
め
。

や
や
浅
め
に
、
胸
く
ら
い
ま

で
つ
か
り
、
手
で
肩
に
湯
を

か
け
る
よ
う
に
す
る
。

④
入
浴
時
間
は
1
0
分
く
ら
い
に

し
、
長
湯
を
さ
け
る
。

⑤
で
き
れ
ば
脱
衣
所
を
曖
か
く

し
て
お
く
。

⑥
入
浴
3
0
分
前
く
ら
い
か
ら
浴

槽
の
フ
タ
を
開
け
、
浴
室
を

暖
め
て
お
く
。

一
番
風
呂
は
さ
け
て
人
の
入
っ
た

あ
と
に
入
る
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。も
う
一
つ
の
休
養
は
睡
眠
で
す
。

睡
眠
に
は
、
レ
ム
睡
眠
（
か
ら

だ
の
睡
眠
）
と
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
（
脳

の
眠
り
）
の
2
つ
が
あ
り
、
決
ま

っ
た
時
間
に
交
互
に
訪
れ
ま
す
。

レ
ム
睡
眠
は
夜
中
の
2
時
頃
か
ら

明
け
方
に
か
け
て
増
し
、
ノ
ン
レ

ム
睡
眠
は
夕
方
か
ら
夜
中
に
か
け

て
多
く
を
り
ま
す
。
頭
も
か
ら
だ

も
休
め
る
に
は
こ
の
両
方
の
眠
り

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
遅
く

て
も
午
前
0
時
前
に
眠
る
こ
と
が

大
切
に
を
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
休
養
の
最
後
に
ス
ト
レ

ス
解
消
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
3
つ
の

【
R
】
を
取
り
入
れ
休
日
を
明
日
へ

の
活
力
を
生
む
時
間
に
し
ま
し
ょ
う
。

R
e
c
r
e
已
i
O
コ
＝
獣
残
J
．
「

広
い
意
味
で
の
レ
ジ
ャ
ー

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
テ
ニ
ス
な
ど
手

軽
に
で
き
る
運
動
で
汗
を
か
く
。

映
画
や
音
楽
鑑
賞
、
旅
行
、
園

芸
を
ど
趣
味
活
動
で
気
分
転
換
を

は
か
る
。

R
e
s
t
＝
斉
、
押

休
け
い
、
睡
眠
が
代
表
的
。
特

に
休
日
の
夜
の
睡
眠
は
翌
日
か
ら

の
活
力
を
養
う
た
め
十
分
に
と
り

ま
し
ょ
う
。

R
e
】
a
x
a
t
i
O
n
＝
（
J
小
明

自
分
に
あ
っ
た
く
つ
ろ
ぎ
方
を

見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
家
族
と
の
団
ら
ん
の

ひ
と
と
き
を
も
っ
た
り
、
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
散
策
や
読

書
を
ど
で
心
の
く
つ
ろ
ぎ
を
。

●目的別健康入浴法
日　 的 入　 浴　 法 効　　　 果

ス トレス 40度以下のお湯 に、ゆ
ぬるい湯は副交感神経優
位で、心身を鎮静させる
作用がある。

解消 っくりと長くつかる。

安　 眠
38－40度のぬるめのお からだの緊張が取れて、
風呂に、ゆっくりと入 本来の疲れがどっと表に
るとよい。 出てくる。神経は鎮静化。

ひと仕事 42～43度の熱いおふろ
交感神経 を刺激 して、心
身の緊張 を高める。朝ぶ

ろの効果もこれ。
したい に短時間。長湯は厳禁。

血圧降下 38～40度のぬるめの湯
熱い湯は瞬間的に血圧を
上げるので危険。出てか

にゆっくり入る。 ら冷たい空気 ・風に当た

らをいことが大切。
足のむく 40度前後のややぬるめ 水圧の原理を生かす。深
み、疲れ で、たっぷり入れた湯 くつかるほど圧力は高 く
を取る に、深 く長く入る。 在る。

美　 肌
新湯は避ける。38－40 熱い湯に入ると、いつも
度くらいの、ややぬる 皮膚 を乾燥させ肌の老化
めの湯のほうがよい。 を早めやすい。
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